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研究成果の概要（和文）：　ラオスの小規模社会集団の人口と生業に関するデータを用いて各要因間の相互関係
を分析し、どのような変数が集団の動態に影響しているのかを解明した。一つの村（集落）において3世代前に
遡って人口動態を調査し、それを生業変化と関連付けた本研究では、今後の小規模社会集団の動向を議論する上
で貴重な情報を提供した。
　加えて、本研究で取得した3世代にわたるデータには、1970年代のベトナム戦争による動乱と王政から社会主
義への政治体制の変化、そして1980年代後半以降の自由経済化などの重要なイベントが含まれる。政治・経済・
社会の変化に伴う人びとの対応を扱ったラオス地誌としても貴重な研究資料を提示できた。

研究成果の概要（英文）：Data on population, livelihood, reproduction, and health were obtained for 
small-scale societies in Laos, and the interrelationships among these factors were analyzed to 
determine what variables affect the dynamics of small-scale societies. The study, which examined 
population dynamics going back three generations in a village and related them to changes in 
livelihoods, provided valuable information for discussing future trends in small-scale societies.
In addition, the data obtained in this study covering three generations includes important events 
such as the upheaval caused by the Vietnam War and the change in the political system from monarchy 
to socialism in the 1970s, and the shift to a liberal economy since the late 1980s. We were able to 
present valuable research material as the regional geography of Laos dealing with people's responses
 to political, economic, and social changes.

研究分野：東南アジア地域研究

キーワード： ラオス　人口動態　再生産　生業　小規模社会集団

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　先進国のような住民登録制度が整い、国勢調査が実施されている国々を対象とした研究成果は蓄積されている
にもかかわらず、各種統計の整備が遅れている新興国や途上国を対象とした研究は非常に限られている。かつて
公式な統計に頼らずに現地調査によって小規模社会集団の人口動態と生業との関係を明らかにした研究は，極め
て限られる（たとえば、京都大学が1980年代に東北タイの主要都市コンケーン近郊農村のドンデーン村の研
究）。ラオスで実施した本研究の成果は、世界人口の多くを占める新興国・途上国の小規模社会集団の人口を扱
うさまざまな学問分野に対して、人口動態と生業変化に関して多くの情報を与えることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
1．研究開始当初の背景 
 人口変動、再生産、生業変化の相互関係は、グローバル化時代の人類の生存基盤を考える上で
極めて重要な研究テーマである。これまで生存基盤に関わる人口と食料といった問題に関して
は、グローバルなスケールから多くの議論がなされてきた。グローバル・スケールで過去 300 年
間の土地利用と人口変化を分析した Ellis et al. (2013)は、人口が指数関数的に増加しているに
も関わらず、様々な技術革新（レジームシフト）によって困難を乗り切ってきた人類の歴史は、
農業集約化に伴い、生産量は増加すると論じたボズラップ（Ester Boserup）理論の正当性を裏
付けるものと結論づけた（ボズラップ 1991）。 
 確かにグローバル・スケールでは、農業技術の発展によって、増え続ける人口を十分に支持で
きる食料が得られていることは否定しない。人類は農業集約化を進展させ、過去 40 年間で穀物
生産を倍増することに成功し、計算上では全人口に十分な食料が行き渡ることになっている。し
かし、未だに栄養失調の状態にある人びとも存在するのが現実である。それは、グローバル・ス
ケールの統計を用いて人口変動と食料供給の関係を論じても、机上の空論に過ぎないことを示
している。 
 実際の人びとの営みは、小規模社会集団を基本単位として、さまざまなローカルな規範によっ
て繰り広げられているのが実態である。そこに近年は、グローバル化に伴う情報化や近代化が加
わり、さらに家族計画や公衆衛生の概念が浸透することによって、食料生産だけが人口を規定す
る要因とみなすことができなくなった。したがって、人口と経済・社会・文化・疾病・衛生との
関係、およびそれらが人口動態に及ぼす影響に関する研究が求められよう。 
 しかし、先進国のような住民登録制度が整い、国勢調査が実施されている国々を対象とした研
究成果は蓄積されているにもかかわらず、各種統計の整備が遅れている新興国や途上国を対象
とした研究は非常に限られている。 
 
2．研究の目的 
 世界人口の多くを占める新興国・途上国の小規模社会集団の動態把握が人口を扱うさまざま
な学問分野の関心を引いていることは論を待たない。しかし、それらの国々の小規模社会の人口
動態の把握については詳細な検討がなされないまま現在に至っている。そこで本研究では、移行
経済の最中で急速に貨幣の重要性が高まっており、現金獲得のために生業構造を変化させてい
る小規模社会集団がある一方で、未だに完全な自給自足的な生業を営む小規模社会集団も多く
みられるラオスにおいて、自給自足的な生業を営む小規模社会集団を選び、世帯レベルでの生業
戦略に関して明らかにすることを目的とした。 
 
3．研究の方法 
 研究対象地域は、東南アジア大陸部の内陸国ラオスの小規模社会集団である。自給的な焼畑陸
稲作を営む中部サワンナケート県のマンコン族
の AN 集落、そして自給的な天水田稲作と焼畑
稲作の両方を営む北部ルアンパバーン県のラオ
族とクム族が混住する NK村と HB村の 2 地域
（2村、1 集落）を取り上げた（図 1，図 2）。 
 マンコン族の AN 集落は、ラオス中南部に位
置するがタイ国境から離れた盆地に位置してお
り、国内外への出稼ぎは全く見られない。また、
焼畑による陸稲生産と狩猟採集を生業とするた
め、低地で水田を営むラオ族の村落とは生業構
造が大きく異なる。そして、北部ルアンパバーン
県の盆地に位置する NK村、および HB村は、
もともとはラオ族の村であったが、ラオス政府
の移住政策により 1970 年代中盤以降、クム族が
山地部から盆地に移住し、両民族が混住するよ
うになった。主たる生業は伝統的な灌漑水田に
よる稲作だが、水田を所有する世帯は限られ、山
地部から移住してきたクム族の多くは焼畑で陸
稲作を営んでいる。また、自動車が通行できる道
路がなく、電気も来ておらず、各世帯が村近くの
小川に水力発電機を設置して自家発電してい
る。さらに、携帯電話の電波も非常に弱く、イン
フラ整備がきわめて遅れている地域である。NK
村と HB 村の両村共に 1990 年代中盤以降は、
ラオス国内の都市部への出稼ぎが増加してい
る。 

 
 

図 1 研究対象地域 



 これら特徴が大きく異なるラオスの 2 地域において、全世
帯調査を実施し、可能な時点まで遡って人口動態と再生産、
そして生業活動に関するデータを取得した。 
 NK 村と HB 村では、1910〜20 年代からの人口を復原す
ることができた。それらの人口データは、現住民の親族の系
図を遡ったものである。すでに移出して親族が残っていない
世帯、子孫を残さずに絶家した世帯についても可能な限りデ
ータを得たが、すでに人々の記憶から忘れ去られてしまい、
復原することができないデータもある。分析に耐えうる精度
のデータは、記憶が確かな 80 歳代の住民が村のことを把握
できている約 3世代前、すなわち 50〜60 年前までのデータ
である。再生産のデータに関しても、出生率や死亡率を求め
るためには、死産を含めた年齢別出生数の取得が必須である
が、それは現住民が知る範囲で得られたデータである。した
がって、本研究では、1970 年代以降のデータを用いて議論を
行った。 
 NK村と HB村の人口データは、フリーの系図アプリケー
ション「Gramps」に入力し、メンバー間で共有した。そして、
NK村と HB村の水田データは高解像度衛星データを用い、
AN 村の焼畑データは GPS を用いて測量したものを GIS に
入力し、それらの属性データをメンバー間で共有した。なお、
AN 集落に関しても人口動態と再生産のデータを取得した
が、高齢者は自身の年齢も不確かな状況であったため、人口
動態よりも生業に重点を置いて分析を行った。 
 
４．研究成果 
 
１）自給的な焼畑陸稲作を営む中部サワンナケート県のマン
コン族の AN 集落 
 焼畑・漁撈・家畜飼養・狩猟・採集を生業とし、自給的
な食生活を維持しているマンコンの AN 集落において、季
節変化を考慮した年間の食生活を把握するとともに、世帯
の食料獲得戦略を考察した。データは食事日
誌法によって収集し、毎食ごとの主菜・副菜
メニューとともに、それらの副食の食材を誰
がどこで獲得したのかを記録し、世帯の構成
に注意を払いつつ分析した。結果として、子
どもが 10 歳代の時期に世帯の生活収支もプ
ラスに転じることが推測され、子どもの成長
に応じた家計への貢献が重要な役割を果た
していることが示唆された（表 1）。 
 加えて、雨季と乾季に分けて成人住民を主
な対象とした生活時間配分調査を行った。表
2 に乾季における時間配分結果を示す。調査
では、従来の時間配分調査法であるリコール
法を用いたほか、小型 GPS による生活行動
の空間情報の把握及び加速度計による生活
行動のエネルギー消費の把握も取り入れた。
データの分析結果は、開発が急ピッチで進ん
でいるラオス中部地域に生活している焼畑
農耕民の生活行動の時空間パターンを明ら
かにすると同時に、時間地理学の視点から、
対象地域の土地利用と生業の変化の解明に

表 1 10 歳代の子どもがいる世帯に

おける獲得者別出現頻度 
 

 
表 2 乾季における 15 歳以上成人男女の時間配分

（hour）およびその差異（2020 年 2 月） 
 

年齢／活動分類 
男（19人） 女（21人） 
Mean SD Mean SD 

年齢（年） 32.0  14.6  37.1  16.3  
焼畑作業 11） 1.7  0.9  1.1  1.1  
菜園作業 0.0  0.0  0.1  0.2  
漁労*** 1.0  0.5  0.1  0.2  
家畜飼育 0.1  0.2  0.0  0.0  
林産物・昆虫採集*** 0.2  0.3  1.0  0.7  

野生動物などの狩猟 0.1  0.2  0.0  0.0  
機織り* 0.0  0.0  0.6  1.0  
商業活動 0.0  0.0  0.0  0.0  
家事労働*** 0.9  0.5  2.3  0.8  
レジャー*** 8.9  0.5  7.8  1.0  
雇用労働 0.1  0.2  0.1  0.3  

その他 0.0  0.1  0.0  0.0  
注：Mann-Whitney U検定：* p<0.05; ** p<0.01; *** p<0.001 
Note: Mann-Whitney U test: * p<0.05; ** p<0.01; *** p<0.001 

   
a. AN 集落（2020 年 2 月）     c. NK 村（2017 年 8 月）         d. HB 村（2017 年 6 月） 

図 2 研究対象村落の景観 



重要な手がかりを提供できることが明らか
になった。 
 
2）伝統的な灌漑水田で稲作を営む北部ルアン
パバーン県の盆地に位置する NK 村と HB 村 
 a. 人口動態と生業 
 ラオス北部の NK 村と HB 村における人口
動態の特徴を農村間人口移動と稲作との関係
から明らかにした。その結果、図 3に示すよう
な 1970 年以降の人口動態には、次の 3点の農
村間人口移動が影響を及ぼしていることが明
らかになった。（1）1970 年代以降の移住促進
政策や結婚移動などの農村間移動を背景とす
る社会増減と移動後の自然増減の双方が大き
く影響している。（2）農村間移動において移住
先での生計の可能性を最大化できるように、新
たな農地の獲得可能性や、従前の居住地にある
農地へのアクセシビリティ、血縁・地縁のネッ
トワークの有無が検討されている。生活インフ
ラの改善を求めたラオ族の移動が連鎖的に起
きている結果、事例とした HB村では村の民族
構成がラオ族からカム族へと逆転している。
（3）農村間移動が活発な背景には、移動前後
で農業を主体とする生業に大きな変化がなく、
生計を維持できる可能性が高いことがあげら
れる。 
 特に政策により山間部から低地への移住
が進められたが、研究対象地域では新しく水
田を造成する土地は限られていたため、山
地から移住してきた住民であるクム族の多
くは、水田を得ることができず、山地に住ん
でいた時と同様に自給自足的な焼畑農業を
継続していた（表 3）。1970 年代以降の水田
所有の変化を追跡したところ、水田を入手
する一般的な方法は、離村した住民から水
田を購入することであり、多くの住民は、そ
の機会を待ちながら、水田の購入資金を準
備するために都市部へ出稼ぎに行くことが
常態化するようになった。このような盆地
集落における山地部からの移住者は、水田
の少ない盆地にとどまるか、都市部に移住
するかの選択を迫られており、また山地と
都市との移住の中継点として盆地農村が機
能していた。 
 
 b. 家族計画と再生産 
 近代的な避妊方法の利用の様相を明らかにするため、
調査時に NK 村に在村していたすべての成人女性 80 人
に対する質問票に基づくインタビューを実施した。その
結果、成人女性の半数近くが近代的避妊方法を利用した
経験をもっており、とりわけ 20 歳代と 30 歳代の若年層
では半数を大きく超える女性たちが利用経験を有してい
ることが明らかになった（表 4）。利用されていた中心的
な方法は経口避妊薬（ピル）であり、それを含めた近代
的避妊方法の知識は主に医療従事者から入手されてい
た。また、医療従事者からの勧めが利用を始める契機と
なった者が多い。一方、近代的避妊方法は 40 歳代や 50
歳代の中年層の女性たちの間では、すでに多くの子ども
をもつ女性たちがそれ以上子どもをつくらないようにするために利用されていたのに対し
て、20 歳代や 30 歳代の若年層では、ライフステージの早い段階からの計画的な出生抑制の
ために利用されており、利用形態に世代間で差異がみられた。 
 以上の結果をもとに、ラオスにおける人口動態と国際医療協力の動向を踏まえ、同国の家
族計画のあり方の妥当性を検討したところ、NK村では出生力が世代とともに明確に低下し

(a) NK村 

 
(b) HB村 

 
 

図 3 研究対象地域の人口移入と移出 

表 3  NK 村と HB 村における水田取得方法(2018 年) 
 

⽔⽥の取得⽅法 
⽔⽥⾯積(ha) 

ラオ族  クム族  合計 
(割合 %) 

相続 41.57   4.16  45.73 
 (38.84)  

購⼊ 26.92  10.55  37.47 
(31.83) 

開⽥ 7.73  4.86  12.59 
(10.70) 

⼩作 9.56  1.56  11.12 
(9.45) 

購⼊ + 相続 1) 9.02  1.80  10.82 
(9.20) 

合計 
(割合 %) 

94.80  
(80.52) 

 22.93 
(19.48) 

 117.73 
(100.00) 

1) 相続した水田が取引されたケースと相続した水田が
兄弟姉妹間で取引されたケースの両方を含む． 

表 4 近代的避妊方法の利用経験のあ

る者の世代別人数 
 

世代 調査対

象者数 
利用経

験あり 
経験あ

り割合

（％） 
20歳代 12 8 66.7 
30歳代 24 19 79.1 
40歳代 15 4 26.7 
50歳代 15 6 40 
60歳代 9 0 0 
70歳代 4 0 0 
80歳代 1 0 0 
合計 80 37 46.3 

 



たことが判明した。まず、20〜30 歳代の若年層は 40 歳代以上の高齢層と比べて出産回数、
生存子ども数ともに統計的に有意に低かった。また、若年層の実施経験率が高齢層と比べて
統計的に有意に高いことも明らかとなった。使用した避妊具の種類は、年代にかかわらず経
口避妊薬または避妊用ホルモン薬剤注射であった。NK村の出生率は、すでにさらなる低下
を危惧するべき水準であり、政府が公約している長期作用型可逆的タイプの避妊具の使用
拡大の意義について再考の余地があることが明らかになった。 
 
 c. 食事と健康 
 2018 年に NK村と HB村の成人のうち同意が得られた村人から健康観および健康のため
にしている行動について聞き取りを行った結果を質的に分析し、2019 年の調査で住民の健
康状態を評価する際に用いる質問紙を作成した。2019 年の調査では、2 つの村の成人（HB
村男性 42名女性 53名、NK村男性 55名女性 60名）を対象に健診を実施し、高血圧の人
や肥満の人が若干いたが血圧や BMI の平均値は正常範囲で、尿のグルコースが陽性の人が
H村で 5％前後、N村で 15%弱と村落間で差があることが明らかになった。 
 そして HB村において食事調査を実施し、同意を得た 25名を対象（内 1名は途中で不参
加となった）に毛髪（根元から 3㎝）をサンプルして安定同位体比（δ15N 及びδ13C）測
定を行った。調査期間は雨季（2019 年 9月～10月）及び乾季（2020 年 1月～3月）であ
った。その結果、δ15N 及びδ13C の Mean±SD はそれぞれ 9.95 ±1.04 ‰ 及び -23.09 
±0.47 ‰であった。δ13C は他国の結果と比較し低い値を示した。この結果からは C3 植
物（すなわちコメ）を中心に食べていることが示された。毛髪の安定同位体比で性差があっ
たのはδ13C で、男性の方が優位に高かった。δ15N では民族間での差があり、ラオ族の
方がクム族よりも優位に高かった。これは食事調査でクム族が川魚やタニシの摂取量がラ
オ族の方が多いためと考えられる。 
 また HB 村にて雨季及び乾季に各 1 日ずつ秤量法を用いて食事調査を実施した。もち米
を主食とし、男性では平均 898 g/day、女性では平均 662 g/day を摂取していたことが明ら
かになった。HB村に住む男女ともに炭水化物エネルギー比が 80%を超えており、2 型糖尿
病のリスクが高い食生活であることが明らかになった。 
 
3）研究結果のまとめ 
 本研究では、人口と生業に関するデータを用いて各要因間の相互関係を分析し、どのような変
数が小規模社会集団の動態に影響しているのかを解明した。東南アジア大陸部の内陸国である
ラオスのわずか 2 地域の研究であるが、そこから得られた成果は、グローバル・スケールでこれ
まで議論されてきたマクロな人口と食料との関係とは異なり、人々の生き様をリアルに提示す
ることができた。一つの村（集落）において 3世代前に遡って人口動態を調査し、それを生業変
化と関連付けた本研究では、今後の小規模社会集団の動向を議論する上で極めて貴重な情報を
提供することができる。 
 そして、ラオスにおいて取得した 3 世代にわたる人口動態と生業に関するデータには、1970
年代のベトナム戦争による動乱と王政から社会主義への政治体制の変化、そして 1980 年代後半
以降の自由経済化などの重要なイベントが含まれている。したがって、政治・経済・社会の変化
に伴う人びとの対応を扱ったラオス地誌としても貴重な研究資料として位置づけられる。 
 また、調査地域の住民の協力により、家族計画・健康・食事に関する貴重なデータを得ること
ができた。本研究では、それらのデータを生業変化と関連付けて論ずる点に関しては、十分に検
討できなかったが、世帯の栄養摂取と生業の形態には相関があることが示された。その因果関係
を説明するための新たな研究が求められる。さらに、本研究には山地から盆地への人口移動に伴
い生業構造の違いが生じていることが明らかになっているため、今後は世帯レベルでのデータ
を用いることで、栄養と移住との関係も明らかにすることができると思われる。この点に関して
は、本研究成果を論文として公表する際に、言及できればと考えている。 
 人口動態・生業・健康のトピックは、小規模社会集団の動態を明らかにする上で、学際的な研
究テーマとして非常に重要な研究テーマであり、世界的に見ても日本がこの分野において文理
融合のコラボレーションが進んでいると考えられるため、今後も研究支援が必要と位置づけら
れるテーマと考えられる。 
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